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づ
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贈
宍

一
日
に
百
人
以
上
。
「
し
っ
か
り

と
診
察
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
、
み
ん
な
信
頼
し
て
い
る

ん
だ
よ
」
。
年
老
い
た
男
性
の
患

者
が
笑
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
こ
の
病
院
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
の
は
一
九
九

二
年
十
月
。
当
時
は
資
格
を
持
っ

た
医
師
が
病
院
内
に
お
ら
ず
、
看

護
士
・
婦
が
応
急
処
置
を
す
る
だ

け
だ
っ
ぺ
「
も
ち
ろ
ん
、
。
患
者
な

ど
ほ
と
ん
ど
来
な
い
し
、
病
院
と

は
名
ば
か
り
だ
っ
た
」
。
院
長
で
看

護
士
も
務
め
る
チ
ム
ー
チ
ュ
ア
ン

さ
ん
（
ｊ
）
は
そ
う
振
り
返
っ
た
。

　
今
は
病
院
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
カ
ン

母子を診察するＡＭＤＡの女性医師（左）

に婦災ネ実師　っのうや関路。た全
直を害ツ践と以だＡに受係゜受に＜
略服な卜゜本来゜Ｍとけを¬けと活
゜遺どワそ格｀　Ｄの皿広ア皿菅勁

緊す緊｜こ的ア　Ａ恩のげジ″肢が
急る急クかなジ　設い　てアのさ。
医な時がら医ア　立が拠｀各必んで
療どに｀生旅各　に｀点情国要はき
絞素医離ま協国　つ八を報で性后な
援早師民れ力の　な四作収友を勣か
でいや　たを医　が年ろ集人痛のっ
は対蓉言

言ここ若手医師らでネ。

氷
外
圧
…
…
四
’
五
人
程
度
だ
っ
た
の
が
、
最
近
は
’

郡
病
院
。
午
前
七
時
前
か
ら
、
。
「
ル

モ
ッ
ク
１
‐
と
呼
ば
れ
る
大
型
の
リ

ヤ
カ
フ
に
乗
っ
て
、
郡
内
各
地
か

ら
患
者
が
次
々
と
集
ま
っ
て
来

る
。
数
年
前
ま
で
一
週
間
に
三
－

－プノムスロイ郡病院で

私生代曽絡に年

たの表肢協西｀.A

ち后111茂議日カＭ
の動らさ会本ンＤ

チに若んかアポＡ
Ｉあ苧|】らジジの

ムる医現派アア誤活

は-4師Ａ董医難点勤

現当｀Ｍさ学狸は　の

地時医Ｄれ生キ‾足
で｀学Ａだ迷ヤ九
　　　　　　ン七

ｊ

ｌ　．Ｊ一，1! 。タ　プ九
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回
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ス
ロ
イ
郡
病
東
］

　
　
‐
‐
―
－
－
―

　
「
お
は
よ
う
」
「
子
供
は
元
気

に
な
っ
た
か
」
。
早
朝
か
ら
村
人

の
明
る
い
声
が
響
く
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
か
ら
南
西
に
約
七
十
。
・
。
コ
ン

ポ
ン
ス
プ
ー
州
の
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ

信
頼
を
礎
に
心
身
支
え

で
勤
務
し
て
お
り
、

曜
ま
で
の
午
前
中
、

月
曜
か
ら
金

内
・
外
・
産

ボ
ジ
ア
人
医
師
二
人
が
常
駐
。
ま

た
、
現
地
の
医
師
三
人
が
パ
ー
ト

と打ち合わせする岩間さん==プノン
ペンの国立シアヌーク病院で

来
て
か
ら
器
具
や
薬
も
そ
ろ
っ
た

し
、
病
気
が
ち
ゃ
ん
と
治
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
だ
れ
も
が

喜
ん
で
い
る
よ
」
と
話
し
た
。

［
１
削
副
圓

　
「
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
も
墾
廻

っ
た
が
、
今
も
つ
ら
い
。
Ｕ
Ｎ
Ｔ

Ａ
Ｃ
（
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統

治
機
構
）
が
動
き
出
し
た
後
も
み

ん
な
世
の
中
の
変
化
に
つ
い
て
い

の
変
化
で
、
心
の
病
に
悩
む
国
民

が
増
え
る
中
、
大
き
な
期
待
を
受

け
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
壁
の
色
は
精
神
衛
生
に
良
い
と

さ
れ
る
落
ち
つ
い
た
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
。
机
、
い
す
、
ペ
ッ
ド

な
ど
の
備
品
も
新
し
い
も
の
に
替

え
ら
れ
た
。
か
つ
て
は
廃
屋
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
が
、
静
か

で
清
潔
な
病
棟
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
こ
こ
に
、
以
前
か
ら
精
神
科

診
療
の
経
験
を
持
つ
医
師
一
人
に

加
え
、
十
人
の
医
師
が
精
神
科
の

専
門
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
な
が

　第７回毎日国際交流貫（毎日新聞社
主催）は、先の社告の通り、アジア14

力国の医師が安心して医療を受けられ

る健康福祉のネットワークづくりを目

　指す「アジア医師連絡協議会（ＡＭ

　ＤＡ）」＝本部・岡山市、包波茂代表

　　（48）－と、教育制度が未整備の途
　　上国で絵本や人形劇を使った「お

　　話」を実践、教育環境の改善に大

　　きな功績を残した財団法人「匍は

　　なしきゃらぱんセンター」常務理

　　事、石竹光江さん（63）一東京都東

）

村山市＝に決まった。表彰式は10

・　月21日、大阪市北区の毎日新聞大

阪本社内で行われる。ＡＭＤＡと石竹

さんの国際交流の現場を訪ねた。

　　（大阪社会部・亀井正明、写真も）

二ＪＪ⊇（ｺｺ
一
、
ア
ジ
ア
各
国
で
の
地
域

医
療
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
へ
の

緊
急
救
援
医
療
な
ど
の
活
動

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
（
岡
山
市
）

　
　
　
　
賞
金
二
五
〇
万
円

一
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な

ど
で
子
供
向
け
の
「
お
話
」

活
動
、
教
育
者
育
成
な
ど

　
石
竹
光
江
さ
ん
（
東
京
都

東
村
山
市
）

　
　
　
　
賃
金
二
五
〇
万
円

�

腫

　r……………………i………l　市民レベルの国際協
　溥旦国際宮原意力､国際交流を支援し、

日本人の国際理解をより深めることを目的

に、1989年、毎日新聞大阪本社新社屋着工

を記念して本社が創設した（後援・外務省、

協力・株式会社クボタ）。

　対象は､国内外でのユニークな国際交流、

協力、援助活動に実績のある市民団体、ま

たは個人。全国の自治体などからの推薦に

基づき、選考委員会が審議し決定した。

　廻考委員長==渡辺武（元アジア開発銀行

総統） (大阪国際

婦
人
・
小
児
の
各
科
で
診
療
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
週
四
回
、

郡
内
各
地
に
出
向
い
て
ポ
リ
オ

（
乳
幼
児
に
多
い
急
性
灰
白
蘭
炎
）

や
結
核
、
破
傷
風
な
ど
の
予
防
接

種
も
実
施
。
よ
う
や
く
地
域
病
院

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
つ
つ
あ

る
が
、
ほ
か
の
郡
病
院
は
い
ず
れ

も
深
刻
な
医
師
不
足
に
直
面
し
て

い
る
。
現
地
の
日
本
人
調
整
員
、

岩
間
邦
夫
さ
ん
（
三
〇
）
は
「
一
世
帯

が
生
活
す
る
の
に
月
百
♂
（
約
九

千
円
）
必
要
だ
が
、
医
師
の
給
与

は
平
均
月
二
十
♂
。
だ
か
ら
、
医

師
は
農
作
業
な
ど
他
の
仕
事
に
精

を
出
し
て
、
病
院
に
出
て
こ
な
い
。

当
然
、
病
院
の
質
は
下
が
る
し
、

患
者
も
来
な
い
と
い
う
悪
循
環
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
チ
ュ
ア
ン
さ
ん
に
よ
る
と
、
愚

者
の
八
割
が
マ
ラ
リ
ア
の
感
染

者
。
腸
チ
フ
ス
や
呼
吸
器
系
感
染

痘
な
ど
に
か
か
る
子
供
の
患
者
も

多
い
。
チ
ュ
ア
ン
さ
ん
は
「
以
前

は
こ
の
病
院
に
運
び
込
ま
れ
て

も
、
十
♂
以
上
離
れ
た
州
病
院
に

運
ぶ
し
か
な
く
、
命
を
落
と
す
人

も
い
た
。
そ
れ
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

交流センター会長）じ>醒考委員==須之部屋

三（杏林大客員教授・元外務事務次官）、陳
舜臣（作家）、佐々木高明（国立民族学博物

胆円㈲頂聯戸“総計尚古示謳千台……゛^)1;i¨(4一一白
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m

対
論ｽﾞ川ぼ総総岫聯圃ぬ玉回心乙訓

獄吏⑤]に田総聯獄吏総針⊇士回言
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